
    

 

 

 

 

 “願い”と“夢”と“希望”と“目標” 

7 月 7日（木）、七夕の日に短冊に願いを込めて 

笹にかけてもらいました。 

4 本の笹にはおそらく 500 以上の願い事がかけられていました。 

学校ＨＰの『東丘小からのおたより』に綴った通り、笹と短冊は

炎とともに天に舞い昇って行きました。 

さて、その願い事とは？書いてあったものを少し紹介します。 

・志望校に合格できますように…（頑張れば道は通ずる…かも） 

・みんなが怖い夢をみませんように…（みんなにいい夢を👍）  

・妹が良い子に育ちますように…（今はどうなのでしょう？） 

・料理が上手になりますように…（誰かのおいしい😋ために）  

・アサガオが元気に育ちますように…(毎朝水をあげていますね) 

・ドラえもんのポケットがもらえますように…（夢があります） 

・阪神クライマックスへ、ガンバＪ１残留（今切実ですね） 

・色々な人と仲良くなりたい…（学校に来る大切な意義です） 

・寿命が 1万年ほしい（今から 1万年生きれば西暦 12022 年！） 

・クーラーが当たる席になりますように…(これは 100％運かな) 

・休み時間が長くなりますように(授業もその分のびますが😄） 

・進撃の巨人の曲がかかりますように…(7/19 に叶ったかな？） 

・ウクライナとロシアの戦争が終わりますように…(ほんとです） 

ほかにも、『〇〇になれますようにシリーズ』には、医者、野球/

サッカー/eスポーツの選手、幼稚園の先生、料理人・トリマー、

パティシエ、・仮面ライダー、スパイダーマンなどなど、とにかく

色とりどりの願いの短冊がありました。 

これは、願い…と同時に夢や希望、目標でもあるので、これから

そこに向かってどれだけの努力や頑張りを積み重ねていけるのか

も大切になりますが、是非ともいつか叶えてほしいと思います。 

色々な短冊を見て思ったことは、自分の願いはもちろんですが、

“家族が、みんなが”という自分以外の誰かの健康や幸せを願う

短冊もたくさんあったのを見て、ふと心が温かくなりました。 

『また来年もふつうに七夕がありますように…🎋』そして『みん

ながマスクをとれますように…』この２つも叶いますように…。 
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爽快感を味わうとともに、お互いの表情も見合え 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月の主な予定】☆のびゆく子どもは 9/30（金）に配付予定です 

２日（金）４０分４時間授業（１３：００下校：三校合同研修会のため） 

１４日（水）ＳＮＳ講習会 １５日（水）１６日（木）短縮授業１３：２０下校 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(7/20 現在) 98 111 128 84 103 83 607 

1 月  

2 火  

3 水  

4 木  

5 金  

6 土  

7 日  

8 月  

9 火  

10 水  

11 木 山の日 

12 金 学校閉庁日 

13 土  

14 日  

15 月 学校閉庁日 

16 火  

17 水  

18 木  

19 金  

20 土  

21 日  

22 月  

23 火  

24 水  

25 木 始業式   （１２：２０下校予定） 

26 金 給食開始 風水害避難訓練（5時間目）⇒集団下校（１４：00 頃） 

27 土  

28 日  

29 月 4時間授業（１３：２０下校予定） 

30 火 4時間授業（１３：２０下校予定） 

31 水 4時間授業（１３：２０下校予定） 
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校長 河田 法士  

８月の行事予定 

 ※新型コロナの感染状況により、予定が変更となる場合がございます。 

1学期を振り返って（変わらぬコロナ禍の中で・・・） 

おかげさまで、本日１学期の終業式を迎えました。 

今年度は、新型コロナの影響がまだ残るものの、学校行事 

に関しては当初予定していた通り順調に実施することができています。 

４月の学級懇談から始まり、土曜参観、修学旅行、林間学舎、プール開

き、個人懇談など、すべてが『３年振り』の枕詞付きで進みました。 

ここ２年間の With コロナは本当に厳しかったのですが、考えようによ

れば、ただひたすら制限されただけではなく、これまで忙しくて見直すこ

とができなかった様々なものについて見直す時間を与えてくれました。 

昨年度と一昨年度のＰＴＡ役員さん（３年前の役員さんも、３月急に学

校がなくなって最後はテンヤワンヤになりました…）は、今まで引き継い

できた『当たり前が当たり前ではない』という状況は非常に難しかった

と思います。そんな中でも前向きに協議しながら、４月はクラス委員さん

の選出を集まらずに選出委員内での選考にしたことで、担任が学級懇

談に絞って行えるようになりました。ＰＴＡ総会やオール委員会も、書面

開催やウォークスルーという新方式を編み出し、質を担保しながらも合

理化を図り、土曜参観も３時間+説明会とコンパクトに開催できました。 

そんな２年間の実績があっての“３年振り”をしっかと噛み締めながら、

限りなくこれまでの日常に近い学校生活を過ごせています。 

４月の学校だより第１号にも今年度のテーマとして『再生』と『創生』と

書きましたが、さらに様々な場面で『選択』と『変化』も問われているよ

うに感じます。 

ここにきて感染が拡大していることには注視が必要ですが、その中でも

出来る可能性を最大限に探りながら、子どもたちの学ぶ姿をみていた

だく機会はしっかりと確保していきたいと思っています。 

１学期も温かいご支援ありがとうございました。２学期もどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 
ひとつの歴史に幕 ～街角広場～ 

近隣センターが建て替えにより新しく 

生まれ変わります。 

“新しく生まれるものがある”という 

ことは、近隣センターのに昔からあった古き良きお店や教室など 

が移転で場所が変わる、またなくなるということでもあります。 

街角広場もその一つ。暑い日にはお水をもらったり、急な大雨や 

雷があった時には避難させてもらったり。そして、なにより地域の 

方々と自然に触れ合う場所になっていたのではないかと思います。 

２０年以上もボランティアで活動をされてきた街角広場の方々、 

長きにわたり東丘小学校の子どもたちを見守っていただき有難う 

ございました。『街角広場』はなくなってしますが、今後も東丘の 

子どもたちを変わらず見守っていただければと幸いです。 

 

 

 

５月の中旬コドモン実施のあたりから、密かに学校

のＨＰをリニューアルしながら、子どもたちの日々の

活動の様子を“本当に気まぐれ”に綴っています。 

『へぇ、こんなんしてるの？』と、ご家庭での話のタネ 

～ちょっとお知らせ～ 

になれば嬉しいです。（まだ口コミにもなっていません笑） 

学校ＨＰの『東丘小からのおたより』にて 

 

 

 

 

 



  

 


